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特集「ネットワークサービスと分散処理」の編集にあたって

浅見 徹1,a)

遠隔地の情報を迅速かつ手に取るように把握することは，

人類の長年の夢であり，通信技術は過去 2世紀間，この夢に

向かって，当初は軍事的に，次には商業的な要請から急速に

発展してきた．この夢は長尺ファイバを使った光通信技術

の発達により，20世紀末にほぼ実現している．長尺ファイ

バはこの意味で飛行機の発明に比肩する 20世紀の大発明で

あろう．インターネットは，物理網のこの高速化に適応し

て生き残ったネットワークである．今や，コア網は原理的

に地上の任意の 2地点を片道 0.1秒でつなぎ，かつ任意の

帯域の通信を可能にしている．コア網に対してアクセス網

は，アプリケーション・サービスに強く依存した設計にな

ること，無線の場合，空間という 1つの物理メディアを共

有するという制約条件が課されることに特徴があり，ベス

トエフォートの枠組みで発展してきたインターネットの次

の進化の場である．IoT（Internet of Things），第 5世代移

動通信システム，SDN（Software Defined Network）/NFV

（Network Function Virtualization）といったテーマもこの

観点から論じるべきであり，技術やサービス面だけでなく，

プライバシー法制等，社会制度のイノベーションも必要に

なる．

今回の招待論文 3件中の 2件は，VR（Virtual Reality）

や AR（Augmented Reality）の観点からネットワークへ

の要求条件を伝送帯域や遅延といった具体的な性能指標ま

で落として論じている．このため，ネットワーク関係の研

究者に良い指針となると考える．また，これまで企業網や

コア網での応用が主だった SDN/NFVも，これからはアク

セス網も含めた研究が必要で，招待論文の残りの 1つはこ

こを論じたものである．

この特集号では，主として情報処理学会「マルチメディ

ア通信と分散処理」研究会の主査，幹事，研究会運営委員

を中心に編集委員会を構成している．特集号には 32編の

論文が投稿され，4回の編集会議において慎重な審議を経

た上で，24件の論文が採録された（採録率 75%）．採録さ

れた論文は，ネットワークアーキテクチャ 5件，無線・モ

バイルネットワーク 4件，ウェアラブル/ユビキタスコン

ピューティング 4件，アプリケーション・サービス 3件，
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ローカライゼーション 2件，災害情報ネットワーク 2件，

モバイルコンピューティング，ネットワークサービス，セ

キュリティ，分散システム運用管理各 1件となっており，

いずれの論文も将来のネットワークサービスと分散処理に

関する研究分野の発展に貢献すると期待したい．最後に，

特集号の企画・編集，論文の査読・審査に尽力いただいた

幹事の新保宏之氏はじめ特集号編集委員会の編集委員の皆

様に厚くお礼申し上げます．
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